
 秋 

  法寿苑だより

No.38 平成 28 年 10 月 28 日 

法寿苑祭にて 

阿波踊りで熱いフィナーレ 

今

年

も

ま

た

、

盛

大

に

法

寿

苑

祭

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

多

く

の

地

域

の

方

々

が

「

法

寿

苑

の

た

め

に

。

ご

入

居

者

の

た

め

に

。

」

と

お

力

を

貸

し

て

く

だ

さ

り

、

こ

の

お

祭

り

が

成

功

し

て

い

る

こ

と

を

、

毎

年

実

感

し

ま

す

。

 

ご

入

居

者

・

ご

利

用

者

の

皆

さ

ん

の

心

か

ら

の

笑

顔

が

、

そ

の

お

力

添

え

に

応

え

て

い

る

ん

だ

な

と

感

じ

る

ひ

と

時

で

し

た

。

 



 

九

月

十

九

日

の

敬

老

の

日

、

第

十

二

回

法

寿

苑

祭

を

開

催

し

ま

し

た

。

 

 

開

会

の

あ

い

さ

つ

に

続

い

て

、

当

苑

入

居

者

で

、

今

年

め

で

た

く

百

歳

を

迎

え

ら

れ

た

安

野

安

榮

様

に

、

総

理

大

臣

か

ら

の

表

彰

状

と

記

念

品

を

お

渡

し

す

る

式

典

を

行

い

、

会

場

の

全

員

で

長

寿

の

お

祝

い

を

し

ま

 

し

た

。

 

 

法 寿 苑 祭 

衆議院議員・小川淳也様、香川県議会議員・山本悟史様よりご祝辞を賜りました。 

お忙しい中、ありがとうございました。 

百歳を迎えた安野様のお祝いの式典 



ク

サ

サ

イ

ズ

ア

ン

ド

ダ

ン

ス

様

に

よ

る

ダ

ン

ス

が

催

さ

れ

ま

し

た

。

 

 

続

い

て

は

さ

ぬ

き

い

ろ

は

連

様

の

阿

波

踊

り

で

、

最

後

は

会

場

の

ご

利

用

者

・

お

客

様

も

交

え

て

の

乱

舞

に

て

お

祭

り

を

締

め

く

く

っ

て

い

た

だ

き

ま

し

た

。

 

あ

い

に

く

の

空

模

様

に

も

関

わ

ら

ず

、

今

年

も

多

く

の

お

客

様

を

お

迎

え

し

、

盛

大

に

法

寿

苑

祭

を

開

催

で

き

ま

し

た

。

 

 

ス

テ

ー

ジ

を

盛

り

上

げ

て

く

だ

さ

っ

た

皆

さ

ま

、

バ

ザ

ー

等

の

お

手

伝

い

を

い

た

だ

い

た

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

皆

さ

ま

、

そ

し

て

会

場

に

集

ま

っ

て

い

た

だ

い

た

ご

利

用

者

の

皆

さ

ま

に

お

客

様

、

今

回

の

法

寿

苑

祭

に

参

加

し

て

く

だ

さ

っ

た

す

べ

て

の

方

々

に

感

謝

い

た

し

ま

す

。 

 

第 十 二 回 

う

ど

ん

や

焼

き

そ

ば

、

か

き

氷

な

ど

の

バ

ザ

ー

や

ゲ

ー

ム

コ

ー

ナ

ー

が

始

ま

る

と

、

皆

さ

ん

思

い

思

い

に

食

べ

た

り

、

遊

ん

だ

り

、

毎

年

お

な

じ

み

の

楽

し

そ

う

な

光

景

を

目

に

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

 

 

ス

テ

ー

ジ

で

は

T
H

E
 

A
p
i
c

様

、

B
l
u
e
S

k
y
 

G
e
n
t
l
m

e
n

様

に

よ

る

バ

ン

ド

演

奏

や

J
u
n
a
`
s

エ

 



 

流

し

そ

う

め

ん

 

夏

と

言

え

ば

そ

う

め

ん

！

そ

う

め

ん

と

言

え

ば

夏

！

と

い

う

こ

と

で

二

階

・

三

階

そ

れ

ぞ

れ

で

、

流

し

そ

う

め

ん

を

楽

し

み

ま

し

た

。 

い

つ

も

は

落

ち

着

い

た

雰

囲

気

の

リ

ビ

ン

グ

で

す

が

、

こ

の

時

は

「

流

す

よ~
！

」

「

あ

ぁ

。

取

れ

た

！

」

な

ど

、

流

し

そ

う

め

ん

な

ら

で

は

の

に

ぎ

や

か

さ

に

。 
流

れ

る

そ

う

め

ん

を

取

る

の

は 

な

か

な

か

難

し

い

よ

う

で

し

た

が

、 

ご

家

族

や

職

員

が

お

手

伝

い

し

な 

が

ら

し

っ

か

り

と

満

喫

し

て

い

た 

だ

く

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

天

ぷ

ら

屋

 

 

揚

げ

た

て

熱

々

の

天

ぷ

ら

を

食

べ

て

も

ら

い

た

く

て

、

七

月

二

十

八

日

に

地

域

交

流

ル

ー

ム

で

天

ぷ

ら

屋

を

開

店

し

ま

し

た

。 
 

え

び

・

さ

つ

ま

い

も

・

な

す

や

か

き

揚

げ

等

を

揚

げ

、

「

き

れ

い

に

見

え

る

よ

う

に

」

と

指

導

を

受

け

な

が

ら

職

員

が

盛

り

付

け

を

行

い

ま

し

た

。 
 

熱

々

・

サ

ク

サ

ク

の 

揚

げ

た

て

天

ぷ

ら

は

大 

好

評

！

次

は

何

を

作

ろ 

う

か

䢧

ご

利

用

者

だ

け 

で

な

く

、

職

員

に

と

っ 

て

も

楽

し

み

で

す

。 

 

七

月

十

二

日

、

大

塚

歯

科

医

院

歯

科

衛

生

士

・

山

近

様

を

お

迎

え

し

、

口

腔

ケ

ア

に

関

す

る

研

修

会

を

開

催

し

ま

し

た

。 
 

日

ご

ろ

の

ケ

ア

の

中

で

何

気

な

く

行

っ

て

い

る

口

腔

ケ

ア

で

は

あ

り

ま

す

が

、

改

め

て

そ

の

必

要

性

・

重

要

性

に

つ

い

て

学

ぶ

良

い

機

会

と

な

り

ま

し

た

。 
 

飲

み

込

む

機

能

が

低

下

し

た

方

に

と

っ

て

、

口

の

中

の

汚

れ

は

、

口

臭

や

口

の

病

気

の

み

な

ら

ず

、

肺

に

入

っ

て

誤

嚥

性

肺

炎

を

引

き

起

こ

す

原

因

に

な

り

ま

す

。

肺

炎

は

高

齢

者

の

死

因

と

し

て

常

に

上

位

に

挙

が

る

病

気

で

す

。 
 

ご

入

居

者 

の

皆

さ

ま

が 

長

く

快

適

に

、 

健

康

に

暮

ら 

せ

る

よ

う

、 

今

ま

で

以

上 

に

し

っ

か

り 

口

腔

ケ

ア

に 

取

り

組

ん

で 

い

き

た

い

と 

考

え

て

い

ま 

す

。 

口

腔

ケ

ア

研

修 



苦

情

・

要

望

等

の

ご

意

見

が

あ

り

ま

し

た

ら

、

各

事

業

所

の

受

付

担

当

者

（

左

記

参

照

）

ま

で

お

電

話

で

も

お

越

し

い

た

だ

い

て

も

構

い

ま

せ

ん

の

で

、

お

気

軽

に

ご

相

談

く

だ

さ

い

。

 

 ・

特

別

養

護

老

人

ホ

ー

ム

・

シ

ョ

ー

ト

ス

テ

イ

 

 
 
 
 

 

池

添

 

巧

 
 
 

℡

 

8

3

2

‐

5

5

0

0

 

・

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

 

 
 
 
 

 

松

原

 

正

晃

 
 
 

℡

 
 

8

3

2

‐

5

6

8

0

 

・

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

 

 
 
 
 

 

高

野

 

克

巳

 
 
 

℡

 

8

3

2

‐

5

4

0

0

 

・

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

 

 
 
 
 

 

龍

満

 

修

作

 
 

℡

 
 

8

3

2

‐

5

7

6

8

 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

で

は

、

九

月

十

三

日

～

十

六

日

の

間

、

初

め

て

の

試

み

で

秋

祭

り

を

開

催

し

ま

し

た

。

射

的

、

輪

投

げ

、

積

み

木

積

み

の

ゲ

ー

ム

を

グ

ル

ー

プ

に

分

か

れ

て

順

番

に

行

い

、

各

ゲ

ー

ム

の

合

計

で

上

位

三

名

の

方

に

メ

ダ

ル

を

お

渡

し

し

ま

し

た

。

や

は

り

男

性

利

用

者

は

射

的

の

構

え

が

格

好

良

く

「

若

い

時

、

祭

り

で

し

た

事

が

あ

る

ん

や

。

」

と

昔

を

懐

か

し

ん

で

お

ら

れ

ま

し

た

。 

最

後

は

ご

利

用

者

と

職

員

が

一

緒

に

輪

に

な

っ

て

炭

鉱

節

を

踊

り

、

大

変

盛

り

上

が

り

ま

し

た

。

ま

た

お

祭

り

の

雰

囲

気

で

目

の

前

で

ベ

ビ

ー

カ

ス

テ

ラ

を

焼

き

、

当

日

の

お

や

つ

に

出

し

た

と

こ

ろ

「

お

い

し

い

！

」

と

お

か

わ

り

を

さ

れ

る

方

も

た

く

さ

ん

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

し

た

。

 
 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

入

居

中

の

医

療

に

関

す

る

内

容

 

利

用

者

と

の

人

間

関

係

に

関

す

る

内

容

 

施

設

の

対

応

に

関

す

る

内

容

 

職

員

の

対

応

に

関

す

る

内

容

 

介

護

方

法

に

関

す

る

内

容

 

０

件

 

０

件

 

０

件

 

０

件

 

０

件

 

 

  

ホ

ー

ム

ヘ

ル

パ

ー

が

ご

自

宅

に

お

伺

い

し

、

身

体

面

（

入

浴

・

オ

ム

ツ

交

換

）

や

生

活

面

（

掃

除

・

洗

濯

・

調

理

）

等

、

身

の

周

り

の

お

世

話

を

い

た

し

ま

す

。

 

 

苦

情

受

付

状

況

 

 
 
 
 

 
 
 
 

平

成

二

十

八

年

七

月

～

九

月

 

 

訪

問

介

護

員

（

ヘ

ル

パ

ー

）

募

集 

『

明

る

く

元

気

に 

一

緒

に

働

き

ま

し

ょ

う

！

』 

資

格

䢧

ヘ

ル

パ

ー

２

級

以

上 

時

給

䢧

身

体

介

護 

二

、

〇

〇

〇

円 

生

活

援

助

 

一

、

六

〇

〇

円 

早

朝

・

夜

間

・

土

日

・

祝

日

を

中

心

に 

働

け

る

方

を

募

集

し

て

い

ま

す

。 
 

【

連

絡

先

】

（

〇

八

七

）

八

三

二

‐

五

七

六

八 

【

担

 

当

】

龍

満 

ホ

ー

ム

ヘ

ル

プ

サ

ー

ビ

ス

 

介

護

を

必

要

と

さ

れ

る

方

が

、

住

み

慣

れ

た

自

宅

で

安

心

し

て

生

活

し

て

い

た

だ

け

る

よ

う

お

手

伝

い

い

た

し

ま

す

。

 

 

・

介

護

保

険

サ

ー

ビ

ス

の

ご

相

談

。

 

・

サ

ー

ビ

ス

計

画

（

ケ

ア

プ

ラ

ン

）

の

作

成

を

い

た

し

ま

す

。

 

老

人

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

 

デ

イ

サ

ー

ビ

ス

セ

ン

タ

ー

 

初

め

て

の

秋

祭

り 



   

あ

た

た

か

い

御

厚

情

の

お

礼

申

し

上

げ

ま

す[

平

成

二

十

八

年

七

月

～

九

月] 

順

不

同 

《

寄

付

物

品

》 
 

津

田

和

美

様

、

有

限

会

社

豊

栄

自

動

車

様

、

高

橋

秀

子

様

、

株

式

会

社

ア

ー

ル

・

シ

ー

・

エ

ス

様

、

三

角

武

様

、

有

限

会

社

カ

ノ

ー

ク

ス

様

、

入

口

杏

子

様

、

織

田

繁

夫

様

、

山

本

登

美

子

様

、

窪

田

純

子

様

、

株

式

会

社

後

藤

設

備

様

、

秋

山

ヨ

シ

子

様

、

栄

光

寺 

池

田

宗

弘

様

、

岩

瀬

節

子

様

、

西

野

千

鶴

子

様

、

有

限

会

社

ま

る

ま

ん

ｅ

・

ｃ

ｏ

様

、

藤

澤

豊

様

、

武

藤

君

代

様

、

有

馬

和

子

様

、

中

塚

秀

樹

様

、

板

井

和

代

様

、

美

野

勲

様

、

馬

場

公

子

様

、

株

式

会

社

ト

ー

カ

イ

様

、

平

井

市

郎

様

、

山

本

智

恵

様

、

織

田

洋

子

様

、

穴

吹

デ

ザ

イ

ン

プ

ラ

ス

様

、

久

保

弥

生

様

、

河

野

和

男

様

、

野

呂

恵

子

様

、

門

野

朋

子

様

、

本

田

道

明

様

、

有

限

会

社

完

土

様

、

田

面

昭

子

様

、

福

家

み

ち

よ

様

、

鎌

野

須

磨

子

様

、

松

元

チ

エ

キ

様

、

笠

井

光

子

様

、

佐

々

木

哲

夫

様

、

百

相

麗

子

様

、

川

田

フ

ジ

エ

様

、

井

下

和

子

様

、

長

野

美

佐

惠

様

、

入

口

孝

一

郎

様

、

永

峰

佳

子

様

、

宮

﨑

廣

様

、

濱

田

忠

利

様 
 

 《

寄

付

金

》

 
 

 

藤

澤

豊

様

、

佃

文

子

様

、

安

川

康

子

様

、

入

井

信

恵

様

、

岡

田

武

様

、

福

家

み

ち

よ

様

、

十

河

幸

子

様

、

宮

﨑

廣

様

、

株

式

会

社

和

光

堂

様

、

森

和

輝

様

、

佐

々

木

キ

ク

エ

様

、

石

田

八

千

代

様

、

喜

田

清

美

様

、

成

田

山

聖

代

寺

様

、

十

河

和

美

様

、

蓮

井

聖

美

様

、

西

山

里

枝

様

、

木

太

婦

人

会

様

、

大

和

流

み

や

び

会

様

、

入

口

杏

子

様

、

神

原

英

昭

様 
 

 《

慰

問

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

》 
 

穴

吹

パ

テ

ィ

シ

エ

福

祉

カ

レ

ッ

ジ

様

、

宮

脇

峰

子

様

、

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法

人

月

秀

様

、

津

田

和

美

様

、

ボ

ラ

え

も

ん

様

、

ア

ン

ダ

ン

テ

様

、

善

通

寺

寺

族

女

性

会

様

、TH
E
 

Apic

様

、BlueSky
 

G
entlem

en

様

、Juna`s

エ

ク

サ

サ

イ

ズ

ア

ン

ド

ダ

ン

ス

様

、

さ

ぬ

き

い

ろ

は

連

様

、

木

太

町

民

生

委

員

様

、

木

太

地

区

婦

人

会

様

、

木

太

百

寿

会

様

、 

 男性 女性 全体 

入 居者数 （ 人） 6 44 50 

平均介護度 3.83 3.84 3.84 

平均年齢（歳） 87.7 90.1 89.8 

最高齢（歳） 91 103  

最低齢（歳） 82 62  

個

人

情

報

保

護

の

為

、

名

称

の

公

表

を

差

し

控

え

た

い

方

が

お

ら

れ

ま

し

た

ら

、

お

申

し

出

下

さ

い

。

 

䢢

寄

付

・

慰

問

䢢

 
 

特別養護老人ホーム 法寿苑 
〒760-0080 高松市木太町 7 区 3308 番地 
(代表) TEL : 087-832-5500 

FAX : 087-832-5530 
法寿苑デイサービスセンター 

TEL : 087-832-5680 
法寿苑老人介護支援センター 

TEL : 087-832-5400 
弘善会ヘルパーステーション 

TEL : 087-832-5768 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.kouzenkai.jp 
(弘善会ホームページよりお入りください) 
E-mail houjyuen@kouzenkai.jp 

 

＊10 月 1 日現在 特養の現状＊ 

《私達と一緒に働きませんか》 
法寿苑では、介護職員・看護職員を募集しています。  
長期入居者様、デイサービス・ショートステイ利用者様から

多くのことを学べ、職員も充実した時間を過ごしています。  
募集についての詳細は社会福祉法人 弘善会のホームページ

（hhtp://www.kouzenkai.jp）をご覧ください。 


